
で
は
な
か
っ
た
。
新
秩
序
へ
の
努
力
は
世
界
更
的
風
潮
で
あ
っ
た
。
米
國
は

米
麟
［
隻
が
有
す
る
そ
の
特
異
悔
よ
り
し
て
ハ
ニ
ユ
ー
デ
イ
ー
”
な
る
緯
溝
政

策
と
し
て
新
秩
序
へ
の
志
向
が
試
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
奮
に
米
國
史
内
の

…
間
題
と
し
て
の
み
把
握
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
ま
い
か
。
　
　
　
、

　
（
二
）
今
次
大
…
戦
は
、
威
程
著
者
の
云
ふ
如
く
、
ニ
ュ
ー
デ
イ
i
〃
と
の
聞

に
蓮
綾
挫
を
有
し
、
　
フ
ー
ユ
ー
デ
イ
ー
捗
が
暴
露
し
た
い
く
つ
か
の
新
し
い

繰
濟
政
策
上
の
問
題
は
、
解
決
を
強
ひ
る
こ
と
な
し
に
次
の
世
代
に
残
さ
れ

て
ゆ
く
」
で
あ
ら
う
。
併
し
、
今
次
の
職
雫
は
、
露
玉
維
濟
の
動
陶
に
と
っ

て
も
、
何
等
か
の
韓
機
を
劃
さ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
職
雫

を
契
機
と
し
て
、
そ
れ
以
前
と
戦
後
と
の
間
に
は
、
蓮
綾
性
を
超
え
た
阿
も

の
か
ず
、
存
す
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
そ
れ
は
兎
も
角
、
僅
々
一
六
八
頁
の
小
著
で
は
あ
る
が
、
淘
に
簡
潔
に
大

…戦

繧
ﾌ
米
國
鞍
懸
政
策
の
動
向
を
指
示
・
展
開
し
、
將
來
に
謝
す
る
興
昧
あ

る
一
つ
の
里
離
を
與
へ
て
る
る
澱
に
於
て
、
本
書
を
耀
く
江
湖
に
紹
介
す
る

次
第
で
あ
る
。
（
A
δ
判
・
欝
欝
武
圓
繋
縛
・
有
斐
閣
）
（
今
津
）
　
、

　
　
プ

貝
本
地
靴
墨
鐙
書

小
敷
鷹
自
著

　
本
書
は
、
藩
…
者
【
の
序
に
あ
る
’
知
く
、
昭
和
素
一
七
年
五
日
〃
　
日
　
以
後
ニ
ケ
年

㎜
側
に
童
と
し
て
新
聞
維
誌
の
依
謂
腿
に
雁
…
じ
て
執
筆
し
六
も
の
を
そ
の
獲
蓑
年

月
に
從
っ
て
編
輯
牧
録
さ
れ
た
、
　
／
1
紳
願
日
本
1
1
よ
り
〃
醐
書
領
国
”
に
至

，
る
藁
十
九
篇
の
諸
論
よ
り
成
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
を
一
讃
し
た
筆
者
は

今
蹟
大
束
心
癖
事
の
虞
只
中
に
あ
っ
て
、
天
皇
陛
下
の
｝
赤
子
と
し
て
あ
る

や
と
齎
し
く
も
反
省
せ
し
め
ら
れ
繍
然
襟
を
犯
さ
し
め
ら
れ
る
も
の
を
感
じ

紹

介

ちた
の
で
あ
っ
た
。

　
著
者
が
昭
和
ナ
五
年
八
月
“
日
一
説
政
事
宣
言
”
を
獲
せ
ら
れ
、
翼
に
正

し
き
日
本
塑
政
墨
「
の
向
ふ
灰
を
示
さ
れ
て
以
來
、
著
者
の
多
忙
な
る
身
遊
を

幾
分
に
て
も
知
る
も
の
に
と
っ
て
、
著
述
が
〃
績
貸
本
地
政
畢
宣
言
”
〃
日

本
地
政
學
”
　
〃
東
亜
の
地
政
墨
”
　
〃
壇
政
學
上
よ
り
見
た
る
大
束
亜
”
　
〃
北

極
と
爾
極
”
と
次
々
の
地
政
類
書
を
公
に
さ
れ
た
勢
は
ま
こ
と
に
驚
異
と
も

器
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
下
輩
三
般
世
人
の
啓
蒙
と
い
ふ
如
き
を
以

て
の
み
な
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
著
者
の
皇
…
國
、
紳
國
亡
妻
に
璽
き
る
生
命

が
嵐
ら
に
遊
り
繊
た
憂
國
璽
誠
の
地
政
學
的
魂
の
吐
露
さ
れ
た
も
の
と
書
は

ざ
る
を
得
な
い
。

　
從
っ
て
本
書
敗
む
る
灰
の
麗
書
の
何
れ
の
論
題
も
、
「
肇
國
以
來
皇
継
日
本

の
國
膿
と
共
に
、
皇
國
研
本
そ
の
も
の
～
中
に
…
籔
襟
し
來
つ
た
駈
の
も
の
を

つ
㌧
ま
し
く
も
開
顯
せ
し
め
ら
れ
ん
と
の
悲
願
」
を
以
っ
て
貫
か
れ
、
又
大

束
亜
㎜
域
雫
と
は
「
㎜
明
山
個
維
漸
に
考
へ
紳
武
の
測
業
に
灘
り
、
・
本
を
正
す
こ
と

に
よ
っ
て
漸
た
に
世
界
の
全
髄
に
眞
に
新
し
い
秩
序
を
も
た
ら
す
可
き
皇
滋

世
界
維
薪
職
に
外
な
ら
ぬ
」
と
す
る
著
者
の
「
現
代
田
本
紳
話
の
創
生
に
、
昭

和
の
八
三
趨
れ
る
べ
き
役
割
を
果
し
つ
㌧
天
業
の
恢
弘
に
翼
嘱
し
奉
ら
ん
」

と
の
熊
本
勉
政
簗
的
念
瞬
｝
の
程
が
窺
は
れ
る
。

　
今
藍
鼠
調
の
一
＝
一
一
を
拾
っ
て
み
る
に
濯
息
都
の
地
政
賜
T
”
　
〃
第
…
二
合
謄
騰
史
攣

禽
口
蓋
威
脚
”
〃
カ
ー
ル
ハ
ウ
ス
。
ホ
ー
プ
ア
ー
鴫
識
”
に
於
，
矢
、
営
［
に
紀
」
る
べ
く

し
て
起
つ
た
日
本
地
政
墨
・
の
由
來
を
設
き
、
そ
の
綜
合
の
學
た
る
べ
き
を
論

じ
、
猫
逸
地
政
學
の
寛
に
日
本
地
政
學
と
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
所
以

を
明
に
さ
れ
、
　
〃
地
政
無
上
よ
り
見
た
る
ゼ
ル
マ
〃
〃
地
致
底
上
よ
り
見
た

　
　
　
　
　
　
　
第
三
＋
馨
　
第
｝
號
　
　
　
七
竜

（　7’t’　）
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紹
　
　
　
　
　
介

る
印
慶
”
に
於
て
、
具
劇
的
な
る
地
政
攣
的
下
見
を
披
擁
し
、
更
に
懇
切
に

も
〃
讃
者
指
針
”
〃
地
政
學
の
書
に
つ
い
イ
、
”
に
於
い
て
地
政
夢
中
へ
の
手

引
を
鼠
ハ
へ
て
る
る
。

　
　
”
地
方
行
政
協
議
魯
の
獲
麟
に
蒙
り
て
”
及
び
〃
地
方
行
政
協
議
會
に
期

待
す
る
”
の
項
に
於
て
は
、
國
土
計
調
の
一
端
に
鰯
れ
、
〃
志
士
と
悔
長
身

続
”
に
於
て
は
先
山
の
志
姦
蓮
し
・
、
〃
悔
洋
の
統
治
者
洋
の
護
撃

及
び
恥
認
「
な
か
つ
く
に
」
と
「
よ
も
つ
く
に
」
”
に
於
て
、
著
者
猫
自
の
古
典
の

現
代
的
解
羅
を
輿
へ
嘱
　
〃
人
文
科
學
の
決
職
態
勢
”
及
び
〃
法
交
科
の
將

來
”
に
於
て
は
、
學
の
惹
義
及
び
・
立
場
の
本
質
を
究
明
し
て
、
皮
相
姑
息
な

る
誤
れ
る
獅
創
二
一
創
燈
性
乃
簗
は
學
問
の
た
め
の
學
聞
を
排
し
、
　
〃
天
皇

の
御
赤
子
と
し
て
大
御
稜
誠
の
下
つ
、
ま
し
く
も
も
の
を
學
び
、
理
を
考
へ

さ
せ
て
頂
く
”
こ
と
に
依
っ
て
〃
箕
の
臓
界
新
秩
序
建
設
－
八
紘
を
掩
ふ
て

宇
と
な
す
と
仰
せ
ら
れ
た
大
理
想
の
顯
現
に
仕
へ
奉
る
皇
國
日
本
の
學
問
が

あ
る
”
と
説
い
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
も
拘
ら
す
著
者
は
、
日
本
の
最
大
に
し
て
最
高
な
る
現
下
の
問
題

・
大
策
猟
建
設
に
製
し
て
最
も
多
く
の
紙
輻
を
宛
が
は
れ
て
み
る
の
は
叉
當
然

で
あ
ら
う
。
脚
ち
“
皇
園
の
湛
み
行
く
道
”
“
斑
族
に
就
て
”
“
大
束
亜
緯

濟
の
理
ム
芯
”
　
〃
山
八
環
距
の
建
納
双
と
脅
が
教
”
　
〃
大
富
烈
距
の
教
出
潮
政
策
”
　
〃
↓
人
葉

薫
思
想
文
化
建
設
の
要
訣
”
〃
大
東
亜
と
世
界
”
　
〃
大
面
亜
共
榮
の
賃
義
”

　
〃
大
東
亜
結
集
の
本
義
”
と
凡
ゆ
る
面
よ
り
、
虞
に
大
東
亜
共
榮
の
鍵
を
あ

げ
》
、
　
〃
萬
郭
一
ヲ
シ
テ
各
々
ソ
ノ
所
ヲ
得
シ
メ
兆
民
ヲ
シ
テ
悉
ク
麟
ハ
ノ
堵
凱
画
女

ン
ゼ
シ
ム
”
と
の
聖
旨
に
答
へ
奉
る
の
蓮
を
、
巷
聞
誤
れ
る
〃
民
族
主
義
〃

　
〃
プ
ロ
ツ
ク
緯
濟
”
　
〃
麟
際
聯
盟
論
”
な
ど
か
．
揚
棄
し
て
、
口
本
地
政
學
の

簗
蕊
＋
懇
　
第
一
號

七
八

立
腸
よ
り
、
大
東
亜
を
、
無
爵
と
地
理
、
時
間
と
室
聞
と
の
綜
合
に
於
て
正

醜
し
、
「
中
心
瞬
一
的
全
騰
の
う
ち
に
綴
性
當
畳
の
輝
輝
”
に
迄
導
き
、
虞

に
策
亜
一
農
以
て
世
界
大
利
に
至
る
の
道
を
明
ら
か
な
ら
し
め
て
み
る
。

　
〃
紳
國
経
本
”
の
信
念
に
徹
し
、
　
〃
囲
書
奉
獄
”
の
敬
慶
な
る
念
鷹
に
出

つ
る
一
蓋
ヨ
句
は
、
唯
に
地
政
學
關
係
者
の
み
で
な
く
、
廣
く
涯
湖
の
一
讃

に
値
す
る
で
あ
ら
う
。
　
（
昭
魂
＋
九
年
九
月
、
秋
田
屋
刊
、
8
6
判
、
二
七

三
頁
、
定
償
参
圓
叢
論
鏡
）
（
船
越
謙
策
）

維
國
と
地
理

中
村
良
之
助
著

　
從
來
高
等
學
校
及
び
大
喪
豫
科
に
於
い
て
歴
史
科
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
み

た
地
理
が
、
昭
和
十
八
年
凶
月
以
降
は
、
羅
國
科
と
し
て
講
義
せ
ら
れ
る
事

に
な
っ
た
。
之
は
勿
論
箪
な
る
分
類
の
攣
更
で
は
な
く
、
講
義
せ
ら
れ
る
地

理
の
内
容
の
墾
化
で
あ
る
。
曾
っ
て
自
然
科
畢
と
見
倣
さ
れ
て
る
た
地
理
が

人
文
へ
重
撒
を
移
し
、
奥
に
雁
史
的
地
盤
の
轡
識
を
與
へ
る
畢
科
の
如
き
取

扱
ひ
を
受
け
て
み
た
寧
を
想
起
す
れ
ば
、
緯
國
の
學
と
し
て
の
地
理
の
新
装

は
正
に
劃
期
的
な
獲
展
で
あ
る
と
雷
へ
よ
う
。
し
か
も
此
の
新
襲
は
軍
な
る

新
し
さ
で
は
な
い
。
風
十
｛
記
以
内
の
地
理
墨
・
の
儒
冊
統
一
を
瓢
勘
へ
る
な
ら
ば
（
こ

れ
こ
そ
噛
め
地
理
墨
の
姿
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
事
に
氣
付
く
で
あ
ら
う
。

纒
編
の
學
と
し
て
の
地
理
、
そ
れ
は
地
政
學
に
甚
し
く
接
近
し
て
み
る
。
否

そ
れ
は
地
政
學
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
い
＼
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
所
が
此
の
や
う
な
地
理
藥
の
展
開
が
綴
蓋
に
獲
揮
さ
れ
た
か
ど
う
か
。
歴

史
科
に
於
け
る
地
理
が
名
實
共
に
纒
國
科
に
於
け
る
地
選
に
観
き
換
へ
ら
れ

六
か
ど
う
か
。
多
く
の
教
護
者
は
此
の
教
授
要
目
の
攣
更
に
戸
迷
ひ
し
六
の

（　’t’8　）


